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立命館アジア太平洋大学 

報道機関 各位                                     2016 年 6 月 3 日 

                                                 APU リリース 2016-28 

 

APU にて太平洋諸国駐日大使コンファレンス開催 

一般参加者も募集中 
 

立命館アジア太平洋大学（以下 APU）は、6 月 10 日（金）、太平洋諸国の大使による気候変動に関する会議を

開催します。現在 APU では、日本で最も多い 36 名の太平洋諸国の学生*が学んでいます。本会議は、本学オセ

アニア学生協会が企画したもので、オセアニアウィーク**の一環として開かれます。 
地球温暖化に起因する海面上昇などで、太平洋諸国は国の存立の危機に直面しています。そのような現状を踏

まえ、パプアニューギニア、トンガ、マーシャル諸島等の大使が、自国の立場から見た気候変動について基調

講演をします。 
 

日 時     ：2016 年 6 月 10 日（金） 
             開場：14:30 
             開始：15:00   終了：17:30 
場 所     ：立命館アジア太平洋大学 コンベンションホール（A 棟 2 階） 
参加対象  ：学生・一般の方（気候変動、国際関係、太平洋諸国等にご興味がある方） 
参加申込 ：事前申込要。本学ウェブサイトよりお申込みください。

http://www.apu.ac.jp/home/gallery/article/?storyid=162 
言語      ：英語（日本語通訳あり） 
基調講演者： 

1. 駐日パプアニューギニア特命全権大使ガブリエル・ドゥサヴァ大使閣下 
2. 駐日フィジー特命全権大使イシケリ・マタイトガ閣下 
（代読ジュリア・コロボウ参事官） 

3. 駐日トンガ特命全権大使タニア・トゥポウ閣下 
4. 駐日サモア特命全権大使ペリナ・シラ・ツアラウレレイ閣下 
（代読ラプチャー・パガイアリィ参事官） 

5. 駐日マーシャル諸島特命全権大使トム・ディー・キチナー閣下 
6. 駐日キリバス特命全権大使テーコア・イウタ閣下 
（代読ケンタロ・オノ名誉領事） 

 
 
*学生の出身国内訳：サモア 14 名、フィジー13 名、トンガ 7 名、マーシャル諸島、ミクロネシア各 1 名。 
**APU で行われる、数カ国・地域の国の言語や文化を週替わりで紹介するイベント「マルチカルチュラル

ウィーク」のひとつ。オセアニアウィークは、6 月 6 日から 10 日まで。 
 
 
本イベントについての問い合わせ 
【APU 学長室】高田、伊藤: 0977-78-1006  Email:social@apu.ac.jp 

                                    
【本発表資料のお問い合わせ先】  学長室（広報）担当：加藤、宮腰 

Tel:0977-78-1114 携帯:090-5473-3803 住所：〒874-8577  大分県別府市十文字原 1-1 
APU 公式ウェブサイト：http://www.apu.ac.jp/home/ 

  フェイスブック：https://www.facebook.com/apunews/ 

イベントのお知らせ・参加者募集 

http://www.apu.ac.jp/home/gallery/article/?storyid=162

